
小学生用受検案内 「わかる」
「できる」を
増やそう！

役立つ言葉の力
将来ずっと！
役立つ言葉の力

世界で活躍する

スポーツ選手に
なりたい！

車を

運転し
たい！ ロボットを

作りたい！

マンガ家に
なりたい！

大好きな昆虫の博士になりたい！

お姉
ちゃ
んと

同じ
高校
に

行き
たい！

お医者さん看護師さんになりたい！

団体受検
だ ん     た い    じ ゅ     け ん

しょう　                     がく    　 せい　　 よう    

じ ゅ   　 　 　 　  け ん   　 　 　     あ ん 　   　 　 　  な い

【お問い合わせ窓口】 0120-509-315（無料）
お問い合わせ時間　月～金／9：00～17：00（祝日・お盆・年末年始を除く）
※公開会場検定日とその前日の土曜は開設　※検定日は9：00～18：00

【お問い合わせメールフォーム】
https://www.kanken.or.jp/kanken/contact/#houshin　

　「漢字検定」「漢検」は登録商標です。S0003.24.2
団体受検の日程や申込方法は団体の担当者へお問い合わせください。

公益財団法人 日本漢字能力検定協会
https://www.kanken.or.jp/kanken/ 漢検　小学生 検 索

将来のために小学生のうちから

できることってなんだろう？
高校入試

課題作文 等読める

書ける 等

大学入試
（小論文・長文読解）
志望動機書・自己PR 等

就職活動
（レポート・エントリーシート）
面接やディベート 等

コミュニケーション

生涯学習

企画会議

プレゼンテーション 等

社会生活は社会生活は社会生活は社会生活は

言葉を使っ
たコミュニケーションの連続です！

読む 書く 聞く 話す

「日本語・漢字」力を高めることは円滑にコミュニケーションできる力の伸長や、中学校以降の新しい
分野・領域の学びをスムーズに進めることにつながります。将来ずっと役立つ

「言葉の力」を小学生のうちから身につけ、高めていきましょう。

“言葉の力”があなたの未来を助ける力になる！

小学生
中学生

高校生

社会人
大学・短大
専門学校生

ひとりひとりが
選択する将来の実現を

学力向上で
サポート

ひとりひとりの

「わかる」
「できる」を
増やす

申
込
用
紙
Ａ
Ｂ
両
方
に
必
要
事
項
を
丁
寧
に
は
っ
き
り
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

西暦　　 （記入例） 2010 年　　     01 月　　  01 日   

受検級を○で囲んでください。

※太枠内は必須項目です。その他の項目は
　ご記入いただかなくても構いません。

（姓） （名）

（任意）

西暦  （記入例）2010 年　　 01 月　　 01 日   

▼受検級を○で囲んでください。　※太枠内は必須項目です。

備
考
欄

（姓） （名）

団体担当者様へ
○郵送申込で、答案用紙への氏名印字や受検者名簿をご希望の場合は、申込用紙Ｂを全員分まとめて協会へお送りいただき、申込用紙Ａは団体控として保管ください。
○未記入や内容が不鮮明な項目がある場合、協会からご担当者様へ確認のためご連絡します。記入漏れなどがないか、申込用紙ABの内容が同じかを申込前に必ずご確認ください。
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○この申込用紙は、団体（準会場）受検専用です。団体（公開会場）受検は公開会場用願書を使用してください。準会場についての詳細は
　「日本漢字能力検定　準会場規程」をご参照ください。https://www.kanken.or.jp/kanken/group/data/group_kitei.pdf
○機械で読み取りますので、枠内にはっきりと丁寧に記入してください。
○学年・組では英数字のみ使用できます。アルファベットの大文字・小文字は区別されます（A とa は異なる学年・組とみなされます）。
○協会には申込用紙Ｂを送ります。郵送申込の場合は申込用紙ＡＢ両方提出が必要です。提出先の団体の指示に従ってください。
○答案用紙や検定結果資料への氏名の印字にはJIS2004 第1水準・第2水準の漢字と人名用漢字を使用します。
　変更や訂正がある場合は団体の担当者へ連絡してください。

【注意事項】 ※ 申込用紙 AB 記入前にお読みください。

受検を申し込まれる皆さまは、「日本漢字能力検定（漢検PBT）受検規約」の適用があることを同意の上、受検
の申し込みをしてください。
受検規約は協会のホームページでご確認いただけます。以下に受検規約の抜粋を示します。

●検定問題漏えいの禁止
検定問題の複製および検定問題の全部または一部を協会の許可なく他に伝え、漏えいすることは、一切禁止いたします

（インターネット等に掲載・投稿することを含みます）。
●免責事項

（1）不測の事態（天災地変、感染症の流行等）が発生した場合には、受検者の安全を考慮して検定を中止することがあります。
その場合でも検定料の返金や振り替えはできません。また、その場合において、協会はいかなる責任も負いません。
(2)前項の他に、協会が検定の中止、変更、遅滞をせざるを得ない場合、または適正な採点、評価が行えない等の不測の
事態が生じた場合、協会は、必要な措置を講じるものとします。
(3)次の各号について、協会は一切責任を負いません。
　 ①申込者（代理人を含む）および受検者（付添者を含む）間のトラブル等
　 ②検定会場内および検定会場への往復途上における受検者（付添者を含む）の事故、体調急変またはそのおそれ
●責任の制限
いかなる場合においても、協会が受検者に対して負う責任は、当該受検者が実際に支払った検定料額を上回るものでは
ありません。
●本規約の変更
協会は本規約を予告することなく変更することがあります。当該変更については、協会の公式ウェブサイトまたは協会
発行の各媒体に掲載された時点より効力が生じるものとします。

日本漢字能力検定（漢検 PBT）受検規約（抜粋版）
●準会場受検・団体公開会場受検　留意事項
準会場受検もしくは団体公開会場受検の場合、受検申し込みは団体受検実施責任者を通じて行いますので、
申し込みに必要な書類・検定料は、団体受検実施責任者に提出してください。

＜個人情報の取り扱いについて＞  以下の事項についてご了承のうえお申し込みください。●ご記入いただく個人情報は、申込団体を経由して当協会に届きます。●未成年の方は、保護者の同意のうえお申し込
みください。●合否結果は、申込団体を経由して受検者に通知します。●当協会においては、これらの個人情報を検定に関わる業務ならびにその他公益活動を行うために使用し、法令で定める場合を除き、目的
外には利用しません（ただし、業務の一部を、業務提携会社に委託する場合があります）。
個人情報のご記入は任意ですが、必須項目にご記入がない場合は受検できない場合がありますので、ご注意ください。団体によっては、団体受検において得た個人情報
(合否結果、成績など)を進路指導等に利用する場合があります。
利用の有無や利用内容については団体の担当者にご確認ください。ご記入いただきました個人情報に関する開示、訂正等お問い合わせは、下記の窓口へお願いします。

公益財団法人 日本漢字能力検定協会　個人情報保護責任者 事務局長
個人情報相談窓口https://www.kanken.or.jp/privacy/

繰越者
▲ 繰越者の場合は
　 □にチェック

〈時間〉

〈場所〉

〈締切日〉

〈申込窓口〉

月　　　　　日（　　　）

月 日（　　）
ば  しょ

〈検定日〉
けん てい   び じ   かん

もうしこみ まど  ぐち

しめ  きり   び



出題分野ごとの学習を積み重ねることで、
漢字・語彙への理解が深まる！

目標を
決める

主体的に
学習

受検する

「できる！」
■学習意欲が向上する
■学習習慣が身につく
■自信がつく

「わかる！」
■読める本が増える
■使える言葉が増える
■知識が増える

やったー！
もっと上の級にも
挑戦してみたい！

「自分の言葉で
考える・伝える」
■知識や言葉が増える
■思考が深くなる
■表現の幅が広がる

小学生におすすめ！漢検活用プランコミュニケーションの土台！

「日本語・漢字」力を高めましょう
漢検は「児童ひとりひとりの挑戦」を提供し、「自分で考え、伝える力」を育てます！
漢検は学年別漢字配当表に準拠して級を設定しています。小学校6年間で学ぶ漢字は1,026字も
あります。そして子どもたちに身につけてほしい語彙も多くあります。漢検は子どもたちひとり
ひとりに合った目標設定ができるため、１年生から「日本語・漢字」力を着実に身につけられます。

設定した目標の達成に向けて学習！お子さまに合った学び方で教材を選ぶことができます。

結果資料で実力を客観的に把握する！ 漢検を「賞賛」の機会に！

※満点の場合、特別な合格証書が送られます。

小学生にとって学校生活で体験するすべてが「挑戦」です。目標に
向かって挑戦することが「やればできる！」という成功体験になり、「やり
ぬく力」「学習に前向きに取り組む力」の伸長につながります。

家族で受検して合格・申請され
た場合、個別の合格証書に加
えて「家族合格表彰状」を贈呈
する制度です。合格した家族
全員の名前が入った表彰状が
届きます。

思考力・判断力・表現力 主体性知識・技能
日本語・漢字の学びを通じて

の三要素※が高まります。

※三要素とは・・・
文部科学省が新しい学習指導要領で
提示している「子どもたちがこれから
の時代を生き抜いていくために育成
すべき３つの力」のこと。

自信に
なる

主体性

知識
技能

思考力
判断力
表現力

わかる！
できる！

今の実力が分かることで次のステップまでの計画が立てやすくなります。
再チャレンジして合格すればより大きな達成感につながります！もし合格を逃しても・・・

１年生
修了程度
筆順・画数
漢字の書取
漢字の読み

2年生
修了程度
筆順・画数
漢字の書取
漢字の読み

3年生
修了程度

同じ漢字の読み
対義語
送り仮名
部首・部首名

4年生
修了程度
三字熟語
同音異字

5年生
修了程度
熟語の構成
対義語・類義語

6年生
修了程度
熟語の構成
四字熟語

同音・同訓異字

80字

各級の目安・
出題内容例

対象漢字数

検定時間

問題・答案用紙形式

検定級

240字 440字 642字 835字

40分 60分

問題・答案用紙一体型 問題・答案用紙別

1,026字

アプリ・ゲーム 書　籍

結果資料を
確認

次の目標へ

 漢検ホームページでお子さまに
合った書籍を診断できます

　 

Nintendo Switchのロゴ
Nintendo Switchは任天堂の商標です。

詳しくはこちら

※検定料は税込み

5級6級7級8級9級10級

各級の目安

子どもたちの「挑戦」を応援！

合格証書または満点合格証書 　家族受検表彰制度（家族合格表彰状）

準会場検定料

公開会場検定料

各1,500円

各2,500円

各2,000円

各3,000円

合格が自信や意欲に
つながります！

4級以上を含む
各級の

詳細はこちら

親子で漢検を受検され見事全員高得点で合格、「成績優秀者表彰 家族の部」を受賞された
原さんご家族にお話を伺いました。 
原 陽菜乃さん　小学校４年生（当時）で7級合格。趣味はギター。「お父さんとお兄ちゃんが弾いているのをみて私も
　　　　　　　 始めました。今はYOASOBIの『勇者』を練習しています」
原 陽之介さん　小学校６年生（当時）で5級合格。趣味は読書。「月に10冊程度読みます。最近面白いと思った本は
　　　　　　　 伊能忠敬の伝記です」 
原 陽由起さん　2級合格。「自分が率先して何事にも挑戦するようにしています。楽しいということがポイントで、自分
　　　　　　　 が楽しそうにしていると子どもたちもやってくれると思うから」

「お父さんを超えたい！」
～子どもに楽しさが伝わる！子どものモチベーションもアップ！～

―受検のきっかけは何ですか？
陽之介さん　小学校の時に通っていた塾で
受験に有利になると教えてもらったからです。
陽由起さん　親も一緒にやった方が子ども
のモチベーションがあがるかな、と考えました。
子どもと親が同じ目線に立って同じ目標に
向かって進めるものが何かないかと思い、
受検しました。子どもたちには漢字のすべて
ではなくても、いち部分でも楽しいとか面白
いと思ってもらえれば。
―どのように学習しましたか？
陽之介さん　『ステップ』※をひたすら繰り返
し書いて覚えました。
陽菜乃さん　漢字は固まりで覚えていきま
した。お父さんが勉強していた「鬱」も覚えま
した。
陽由起さん　毎日１時間はリビングでみん
なで勉強するようにしており、その中に組み
込んで少しずつ計画的に学習しました。学校
や塾で教えてもらっているので学習の仕方
を教えることはありませんが、「前日間違えた
ところをしっかりやり直して定着させること
が大切だ」ということは伝えています。

※正式名称『漢検 漢字学習ステップ』

―合格を知ったときはどんな気持ちでしたか？
陽之介さん　先生に褒められました！
陽菜乃さん　一問間違えてしまったのが
悔しかったです。
陽由起さん　頑張ったことを褒めました。
子どもたちには経過が大事だということを
伝えました。
―漢字を勉強してどんなことが
できるようになりましたか？
陽之介さん　漢字を学習したことでスムーズに読書が進むようになり、他の教
科も頭に入りやすくなりました。
陽菜乃さん　たくさん言葉を知って漢字で（熟語等）書けるようになったこと
で、字数制限のある作文にも自分の思いを全部書けるようになりました。
陽由起さん　漢字や言葉を「読むこと」「書くこと」だけではなく、「聞く力」が上
がったと思います。子どもと話すときに言葉の意味をかみ砕く必要がなくなっ
た、大人に説明するような言葉で説明して理解できるようになったと感じます。
―今後の目標を教えてください
陽之介さん　高校卒業レベルまでは受検し続けたいです。
陽菜乃さん　中学校卒業までに漢検２級をとりたいです。お父さんを超えたいです。
陽由起さん　大人だからこそわかることを子どもたちに伝えていきたいです。

「教えてあげる」というよりは一緒に勉強して楽しいこともある、と伝えられれば
いいと思います。強制されてやる勉強は面白くないけれども必要なものです。
勉強を続ける中でちょっと面白いことがあるかもしれないと気付いてほしいと
考えています。


